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関西経済等へのおもな影響（統計データ） 

 

 

【全般】 近畿財務局 管内情勢報告 １月 25日 
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【おもな業種別】 

（１）小売業 百貨店・スーパーの販売状況（令和３年１１月） 

 ・概況 

近畿地域の百貨店・スーパーの販売額は、新型コロナウイルス感染者数の減少により、スーパーで

は内食需要が鈍化しているものの、百貨店では入店客数の回復に伴い婦人服などに動きがあったこ

となどから、前年同月比 3.1％増（全国 1.7％増）と 2か月連続で前年を上回った。 

商品別にみると、「その他の商品」等が前年を下回ったものの、「衣料品」、「身の回り品」等が前年

を上回った。 

 

表１ [業態別販売額]                              （単位：百万円、％） 

※「X」はデータ秘匿により非公表とされているもの 

 

表２ [商品別販売額]                                   （単位：百万円、％） 

 
（出典：近畿経済産業局 百貨店・スーパー販売状況 11 月速報） 
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（２）運輸業 ＪＲ西日本 年末年始期間の利用状況 

  年末年始（12月 28日～１月５日）における利用状況は前年比で前年比で大幅に上回った。 

 

表３ 主要駅の利用状況 

 

 

 

 

 

 

表４ 新幹線・在来線特急・近畿圏の利用状況 

 
前年同期間比 

山陽新幹線 北陸新幹線 在来線特急 合計 

利用者数(万人) １３３．５ ２３．９ ４９．６ ２０７．０ 

前年比 ２９０％ ２６２％ ２４７％ ２７５％ 

前々年比 ７６％ ２３．９％ ６３％ ７２％ 

                        （出典：ＪＲ西日本ホームページ） 

 

（３）宿泊業 宿泊施設タイプ別客室稼働率（全国数値） １１月  

 

  表５                                     （％）    

                             

 

 

 

 

 

（出典：観光庁宿泊旅行統計調査） 

 

（４）自動車製造 新車販売台数（全国数値） １２月     

  表６                                     （単位：台） 

（出典：一般社団法人 日本自動車販売協会連合会） 

 
前年同期間比 

大阪駅 京都駅 三ノ宮駅 

利用者数(万人/日) １２．６ ６．１ ４．２ 

前年比 １６１％ １７９％ １５６％ 

前々年比 ７８％ ７８％ ８５％ 
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【新型コロナウイルス関連破たん状況】 

表７ 

 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 連合計 全国計 

件数 21 45 288 129 26 12 5 11 537 2,776 

       (出典：東京商工リサーチ 「新型コロナウイルス」関連破たん状況【１月 25日現在】) 

 

【雇用関係】 

表８ 就業状態別 産業別就業者数及び完全失業率                （単位：万人） 

   （出典：総務省統計局 労働力調査（基本集計） 2021年（令和 3年）11月及び 10月分結果） 

 

【観光関係】 

（１）訪日外客数 

・令和３年 12月の訪日外客数は 12,100 人（新型コロナウイルス感染症の影響前の令和元年同月比 

99.5%減）で、令和３年計は 245,900 人（令和元年比 99.2%減）となった。これは、新型コロナウ

イルス感染拡大防止策の一環として国境をまたぐ往来が制限され、日本においても観光目的の入

国が引き続き認められていないことによるもので、令和３年計は令和２年をも下回り、日本政府観

光局による訪日外客数公表開始（1964年）以来最低の数値となった。  

 

・令和２年１月下旬以降の新型コロナウイルスの拡大により、多くの国で海外渡航制限等の措置が

取られ、日本においても検疫強化、査証の無効化等の措置が取られる中で、感染状況の変化により

日本及び各国の措置は緩和・強化が繰り返されてきた。  

 

・令和３年に入り、ワクチン接種の普及等を受けて入国制限や入国後の行動制限を緩和する国も増

加していたが、11 月には新たな変異株（オミクロン株）の発生を受けて複数の国・地域で入国制

限や入国後の行動制限を再び強化する動き等もあり、このような各国の出入国規制の変化や感染

状況の変化を踏まえ、市場動向を引き続き注視していく必要がある。 
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       表９                                （人） 

 Ｒ３年 

Ｒ２年 Ｒ１年  対 R2 年

増減率 

対 R1 年 

増減率 

12月 12,100 －79.4％ －99.5％ 58,673 2,526,387 

1～12月計 245,900 －94.0％ －99.2％ 4,115,828 31,882,049 

出典：日本政府観光局 訪日外客数（2021 年 12 月推計値） 

 

（２）関西国際空港利用状況 

  国際線においては、新型コロナウイルス変異株(オミクロン株)対策として入国制限が再強化された

影響を受け、引き続き限定的な旅客流動となった。 

国際貨物便は引き続き好調に推移しており、12月は 2,674 回で開港以来、単月として過去最高の発

着回数となり、国際貨物量についても、令和３年１月以来、前年を上回る水準で推移している。 

 

  表１０ 

（出典：関西エアポート株式会社 2021 年 12 月利用状況） 

【港湾関係】 

○大阪港及び神戸港における外国貿易貨物のコンテナ個数 

  令和２年の外国貿易貨物のコンテナ個数の合計は、月平均で両港とも前年を下回った（大阪港：3.3％

減、神戸港：△6.7％減）が、令和３年（1月～10月）は両港とも前年を上回った（大阪港：対前年 1.5％

増、神戸港：対前年 3.9％増）。 

 

表１１                           （単位：TEU※） 

※TEU：20 フィート（コンテナの長さ）換算のコンテナ取扱個数を示す単位 

（出典：国土交通省総合政策局 港湾統計速報、大阪市大阪港湾局 港湾統計、神戸市港湾局 神戸港の統計） 
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【今後の予測】 
○関西の実質 GRP成長率を 2021年度+2.8%、22年度+2.8%、23年度+1.8%と予測。21年度は 3年ぶりの
プラス成長となるが、緊急事態宣言長期化による消費の伸び悩みが影響し、20 年度の大幅落ち込み
に比べると小幅である。コロナ禍前の水準を回復するのは 22年度以降となる。 

（出典：（一財）アジア太平洋研究所 関西経済の現況と予測 No.57 2021 年 12 月 23 日付） 

 

【その他】 

○近畿の主要経済指標 

近畿地域の経済は、足踏み状態となっている。 

生産は、弱含みで推移している。個人消費は、一部に弱さがあるものの、持ち直しの動きがみられ

る。設備投資は、緩やかに増加している。住宅投資は、持ち直しの動きがみられる。輸出は、前年同

月を上回った。雇用は、弱い動きが続いている。 

先行きについては、新型コロナウイルス感染症が内外経済に与える影響に注視が必要である。 

 

表１２ 

 
（出典：近畿経済産業局 令和４年１月１９日付 近畿経済の動向）   


